
令和３年度 川崎特別支援学校のグランドデザイン 校 訓
「精いっぱい」

・単元題材別指導計画、個別の指導計画による組織的段階的指導
・個に応じた教材教具による授業の活性化
・社会性の育成に向けた体験学習や交流学習の充実
・健康の保持・増進を基盤とした自立活動の実施
・将来設計能力の育成に向けた作業学習の実施

教育課程の実施

・評価を記入した単元題材別指導計画の活用
・校内研究による授業改善
・外部専門家による授業参観や専門研修

指導の改善

・授業実践や事例研究の成果と課題等の共通理解
・学部会での個別の変容の共通理解
・個別の指導計画に沿った学期末評価

子供の変容
・キャリア教育の観点表の活用
・キャリアパスポートの作成と活用

・[教科等年間単元・題材一覧表]
[単元題材別指導計画]の活用

方策の具体

・児童生徒一人一人の育成すべき資質・能力を明確にし、個の実態に応じたカリキュラム・マネジメントを推進すると
ともに新学習指導要領を踏まえた教育課程を編成

教育課程の編成

・個別の教育支援計画、個別の指導計
画を作成し、計画に基づく教育実践の
充実

指導体制の充実

・支援のための外部機関等との連携
・交流事業（真崎小・川崎中）の推進

家庭・地域との連携・協働

・ニーズに応える教育活動
・将来を見据えた教育活動
・人権が尊重された教育活動

発達をどのように支援するか

〇 学校評議員・学校関係者
評価委員会の開催

〇 ＨＰの充実と教育活動や
地域支援に関する情報発信

〇 地域の教育関係者への研
修等を実施し、特別支援教
育の専門性を高める支援

開かれた学校作り

〇 カリキュラムマネジメン
トの確立と教育課程改善の
ＰＤＣＡサイクルの整理

〇 体験学習を重視した交流
及び共同学習の推進

〇 人権意識の高揚に努め、
キャリア教育の視点に立っ
た教育活動

実態に応じた教育活動

〇 緊急時シミュレーション
の実施と対応の共通理解

〇 毎学期２回程度施設設備
の安全点検を実施

〇 ヒヤリハット事例の共有
と早期対応

〇 新型コロナウィルス感染
予防対策の徹底

安全・安心を守る

〇 業務明細図を活用するこ
とで部課長制による組織的
対応力(学校力)の向上

〇 計画的な研修、研究の推
進と研究授業や事例研究等
の実施による専門性と実践
力の向上

専門性と組織的指導力の向上

〇 家庭や関係機関等との連携強化
〇 インクルーシブ教育システムの構築に向
けたセンター的機能の充実

〇 交流及び共同学習の充実
〇 特別支援教育の理解と啓発活動の推進
〇 適切な就学支援体制の確立
〇 ＰＴＡ活動の充実

保護者、地域、関係機関等
との連携

〇 危機管理意識の高い教員集団の育成
〇 いじめや不登校の未然防止と早期
発見

〇 教員間、関係機関等との情報共有と
連携の強化

〇 定期的な危機対応訓練の実施
〇 施設設備等の安全点検の徹底

安全・安心な教育環境の整備

〇 社会に開かれた教育課程の実現
〇 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善

〇 児童生徒の指導・支援に関する情報共有
〇 個別の教育支援計画に基づいた合理的配
慮の提供

〇 個別の指導計画に基づく個性の伸長

一人一人の教育的ニーズに応じた
指導及び支援の実践

■学校教育目標
児童生徒の健康な心身の育成及び社会的自立と社会参加の達成への支援をとおし、児童生徒・保護者・地域社会
に信頼される学校を目指す。

■学校運営方針
児童生徒一人一人が大切にされ、将来の希望が見いだせる学校づくり

■目指す子供の姿
・自分のことは自分でできる子供 ・みんな仲良く協力できる子供 ・最後までがんばり抜く子供

「学校教育目標」と「重点目標」に向けて


